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乱 流 プ ラ ズ マ の 異 常 輸 送 現 象
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とかける.7) こゝで, qは電荷, mは質量, nは平均数密度, Vは平均流速･EはBは
巨視的な電磁場を表 し,
･Ts･言*(i･W),-去JdrJ'wdT<γS(-ZT)･_冒 (o･o)>expトi(i･7-wT)](カ~`∞
紘,揺動電場 言(7,t)と S種の粒子による揺動電流 了S(7,日 の相関函数であるO
乱流プラズマでは, spntaneouseffectを無視 し,induced effectのみを考えてよ
→ →
いので･ js(k･a,)-?S(京W)･言(京a,)とおくo直流導電率 o勘 a)式から
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BLneman reSistivityは,電子 ･イオン間の二流不安定性 8)によるものであ り,
電場揺動のテンソル<ござ *(盲,Q')> も縦波的になるO 二流不安定性の解析結果を







7- 3% e(me/2mi)% wpが得 られる07)こ ゞで, wp- (4wne2
また
e= <Sn2>/n2 (5)
紘,密度揺動のレベルを表す無次元量であるo実験結果は,4)(4)式で E= ji とした も
のである｡
磁場 の再結合については,第 1図で考える｡ Ⅹ型の磁場の中性点はそれ自体不安定で,
結合速度 uに伴 って, Ⅴなる速度でプラズマを中性面内に放出する｡ 圧力のバランスの
考察か ら, Ⅴ = VAであるので 1), 中性面内のプラズマは電磁流体力学的な乱流状態に
















るo<k>a21であるから, E = 1ならば,(7)式は Parkerの経験則 と一致する｡
e= 1は,再結合磁場 と磁場のゆらぎの間のエネルギー等合配を意味 し, これに(7)式の
導出に用いたプラズマと再結合磁場 ちのエネルギー等分配の関係式を考えあわせると,










5) D･13ohrn･in tTheCharacteristicsof ElectricDischarges･in Magnetic
Fields",ed.byA.Guthrieand R･K.Wakerling(McGraw Hill,.
New York,1949), Chap･2,Sec･ 5･
6) sl1chimaru and MIN･lioscnbluth,Plasma Physicsand Controlled
Nuclcar llusioTIItesearch(lAIlA,Vienna,1971) vol･A,p.373;S.
lchimaru and T･Tange･J･Phys･Soc･Japan36(1974)6O3;Sllch-
imaru,tfiasicPrincics ()fPlasma Physics" 柏 enjamin,Reading,Ma-
ss･･1973㌦ Ch(,1p.11･
7) S･lchimaru,' Hlectricliesistivity oflljlectromagneticaHy Turbulent
Plasma and Iくeconnection lくate of MagneticFieldsM･plasma Theory
Group PrcprintNo.10,tobepublished.
8) 0._T3.1_.i_r,ieman-.Phvs- Rev.115(1959),5()3.
不 安 定 系 の 確 率 過 程 一
臨 界 点 近 傍 で の Gunnlnstability
日電中研 中 村 紀 -
不安定系は熱平衡と異なる統計的性質をもっと考えられるoその確率過程が何である
かを探るのが我々の目的である｡乱流は典型的な実例であるが,最近ではレーザ- 1),
べナ-ル# )の問題が非平衡系での相転移と云 う観点から研究されているo Pytte と
Thomas3)はGaAsのような負性抵抗を示す半導体で誘電率の周波数および電界依存性
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